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１ 災害発生時の廃棄物について     （４０分） 

 

近年、全国各地で大規模な自然災害が相次いで発生しておりま

す。特に令和 6年の能登半島地震では、多くの家屋が倒壊し、地域

のインフラが甚大な被害を受けました。被災地では、がれきや木材、

土砂などの膨大な災害廃棄物が発生し、その処理が復旧・復興の大

きな妨げとなりました。復興庁の報告によれば、能登地域全体で発

生した災害廃棄物は約 200万トンに上り、処理には年単位の時間を

要するとされています。 

このように、災害発生後の廃棄物処理は、単なる片付ける作業で

はなく、地域の平常をとりもどす上でも大変重要な課題です。災害

廃棄物には、家庭からの家財道具や電化製品、その他にも建物のが

れきなど、数多くの種類の廃棄物にのぼり、処理方法も複雑なため、

災害発生後には処理体制の確保や受け入れ先の調整などの課題が

懸念されます。 

過去の事例では、平成 30 年の西日本豪雨や令和元年の東日本台

風においても、同様の課題が顕在化しました。被災地域では、通常

の処理施設では対応しきれず、仮置き場の確保や、他自治体・民間

事業者との連携体制が急務となりました。特に災害廃棄物の中に

は、アスベストを含む建材や、油類・薬品などの危険物が混在する

場合もあり、安全な処理と環境保全の両立が求められます。 

 本市においても、地震や豪雨などの自然災害発生時には、こうし

た災害廃棄物が少なからず発生することが想定されます。復旧を迅

速に進めるためには、平時から処理体制を明確にし、行政・事業者・

関係機関が連携して対応できる仕組みを構築しておくことが必要

不可欠と考えます。災害時の混乱の中で、どのようにして安全かつ

効率的に災害廃棄物を処理していくのか。今後の地域防災力を高め

る上で、重要な検討課題であります。 

そこで今回は、災害時における災害廃棄物の処理体制について、本

市の現状と課題、そして今後の取組方針についてお伺いいたしま

す。 
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瀧嶋 正紀 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

（１）災害廃棄物の処理について 

ア 災害廃棄物の特徴は 

イ 本市の処理過程は 

ウ 危険物への対応は 

エ 国や県からの支援体制について 

 

（２）災害廃棄物対策について 

ア 市内仮置き場の適切な設置について 

イ 所有者不明空家への対応は 

ウ 高齢者への支援体制は 

エ 本市での人員の配置想定は 

 

２ ごみ集積所の在り方について     （１０分） 

 

（１）集積所の維持管理について 

ア 自治会及び地域住民の役割についての認識は 

イ 地域住民の負担についての認識は 

ウ 今後のごみ集積所についてのご見解は 
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